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レンズを使う 26 

＜フレネルレンズについて ２＞ 

 

 

前回からフレネルレンズ（Fresnel Lens）の話を取り上げさせて戴いた。今回は其の

続きとして屈折面の角度を求める別の計算方法を示す。 

 

 

1．フレネルレンズの像位置、プリズムとして計算 

 

 今回はより汎用的にフレネルレンズ（図 1）の一山の輪帯の断面がプリズムの様になって

いる場合を考える。 

 

 

図 1 フレネルレンズ 

前回は front が平面としているわけである。細かい取り決めについては図 2 をご覧い

ただきたい。 
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図 2  プリズム的にフレネルレンズを考える 

 

屈折平面の傾きα、β、入射高さｙ等が決まっている状態である。今回は前回のフレネ

ルレンズ全体の形状構成の目安を付けるための計算と異なり幾何光学的範囲では近似が無

い。ただ、コンピュータを用いて順次各式から答えを得つつ計算を進めて戴くことと成る。 

まず、図から 
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媒質屈折率を n として、屈折則から 
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図にある様に補助的にγと言う角度を考えると 
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また、スネルの屈折則を２面目に適用し 

 

 sinsin n      （４） 

 

となる。さてここで、２面におけるそれぞれの入射点の光軸に投影した距離を t と置く。さ

らに、この距離 t に、第２面における光線入射点 Q と２面の傾斜が光軸と交わる位置まで

の距離を光軸上に投影した距離を加えた距離を L とする。すると、２面での光線入射点の

高さを h とすれば 
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また同時に 
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よって、（5）（6）式より 
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整理して行って 
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として、t が得られる。さらに、点 Q から光軸上像点 S 点までの光軸上の距離をｂとすれ

ば、 
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   tanh            （８） 

 

として像の位置ｂが得られる。 

  この計算の入力光線は光軸に平行なもの（物体無限遠、或いは無限遠に投光）であった

が、物体が㈲位置の場合も（１）式のθに物体距離、入射高さから決まる値を採用すればそ

のまま計算できる。 
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